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201７～1８年度   Ｄ-2700  No. ３２  201８年６月１日 

小倉ロータリークラブ 週報 
ＲＩﾃｰﾏ：“ロータリー：変化をもたらす”  
ＲＩ会  長：イアン H.S. ライズリー 氏 

(所属：サンドリンガム RC)  

地区ﾃｰﾏ：“拡がりは変化をもたらします ”  

 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ：安増 惇夫 氏(所属：宗像RC) 

ｸﾗﾌﾞﾃｰﾏ：“ロータリーの輪を拡げる ” 
会長 荒木 英生 ／ 幹事 合馬 誠一  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒木 英生 会長

5 月 19、20 日の第 2700 地区大会にご出席の皆様、お

疲れ様でした。私も土曜日に仕事を終えて、午後から

地区大会の講演を聴いてきました。講演者は鎮国寺住

職で宗像 RC のチャーターメンバーでもいらっしゃる、

京都の真言宗御室派総本山仁和寺の現 50 世門跡の立

部祐道さんでした。仁和寺といえば徒然草のいくつも

の段に扱われていますが、有名な仁和寺の法師の話も

交えて軽妙にお話をされました。また、戊辰戦争の鳥

羽伏見の戦いに 30 世門跡から還俗された仁和寺宮嘉

彰親王が征夷大将軍として出陣し、錦の御旗を掲げら

れたそうです。このゴールデンウィーク期間に仁和寺

に行ったのですが、特別拝観で 50 年ぶりに公開されて

いた錦の御旗は残念ながら拝観料 800 円をケチって観

ていません。話のまとめとして“日本は宗教的にもそ

の他色々なことにも寛容である。次年度地区テーマに

も寛容という言葉が入っているが、この寛容というこ

とこそが日本をまとめていると考えるし、世界の平和

にも貢献できるのではないか”と話を終えられました。 

              合馬 幹事 

来週・再来週はクラブ協議会です。各委員長は、下半

期の報告をよろしくお願いします。欠席の場合は、代

わりの委員の方にご依頼ください。  

          加藤(守) 委員長 

2017 年 7 月 1 日：63 名でスタート  
会員数 出席者数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 出席率 

当日の

出席 
68 名 38 名 ― 64.41％ 

先週の

出席 67 名 41 名 23 名 
96.72％ 
修正後 

◆ゲスト    0 名 

◆ビジター   0 名 

 

例会場 リーガロイヤルホテル小倉 TEL０９３（５３１）１１２１          ≪報告に関して、敬称略≫ 

例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０        事務局e-MAIL : krpc@rid27.jp 

事務局 北九州市小倉北区浅野2-14-2 ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ小倉2F  TEL（５３１）１７２７ FAX（５２２）４３３３ 

会報･雑誌 委員会 委員長：増田 雄一       副委員長：豊川 智彰 

委 員：高取 亮・村上 公幸・渡邉 昌春・松田 恵作・辰巳 和正 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か ３.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

           

     

表紙写真(テーマ/鴨長明の方文) 

河合神社の境内には、方丈記の鴨長明の組立式のすみかの方丈が復元されています。長明は下鴨神社の神主の二

男として生まれたので、下鴨神社入口にある河合神社の中にあります。 

※補足写真を最終頁に掲載しています。                                  【撮影：辰巳会員 京都にて】 

 

 

 

 

 

 

 

本日の例会 第３３５８回 

・国歌斉唱 

・ロータリーソング“奉仕の理想” 

・クラブ協議会No.1 

５月２５日（金）普通例会 

・ロータリーソング “我らの生業” 

・会員卓話  

日本銀行 北九州支店長 緒方 公一 氏 

 

第３３５７回 例会 記録 
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福 島
ふくしま

 栄二
えいじ

 氏 

推 薦 者 小島 庸匡 会員 

大迫 益男 会員 

生年月日  

本  籍  

職  業 みずほ証券(株) 

 北九州支店長 

職業区分 651 証券会社  

所属委員会 親睦活動委員会、 

 青少年奉仕委員会 

 

【福島氏：挨拶】   

名誉と伝統のある小倉 RC に入会させていただきま

して、誠にありがとうございます。桐生支店に 2 年 9

カ月おり、桐生南 RC で 2 年間活動してきました。また

一からのつもりで、小倉 RC で精一杯頑張りたいと思い

ます。顔を覚えていただいて、声をかけていただけれ

ばと思います。よろしくお願いいたします。 

南浦 副SAA 

18,000 円 ：累計金額 643,466 円 

荒木 英生 君 

地区大会では、朝早くから 18 時過ぎの長丁場、お疲

れさまでした。バスの手配では、庄山さん、ありがとう

ございました。打上げで、木曽さん馴染の店で舌鼓を

打ちました。ありがとうございました。 

合馬 誠一 君 

①先週の地区大会では、終了が遅くなるも、調整して

参加者を小倉まで送っていただいた北九西鉄タクシー

様、ありがとうございました。 

②あと 1ヵ月、引き続き会長と共に頑張ります。 

原田 光久 君 

地区大会で 40 年皆勤賞をいただきました。 

村上 充生 君 

原田光久さん、先日は家内がお世話になりました。 

辰巳 和正 君 

5 月 20 日の博多ヨットクラブの間ノ島反時計まわり

30 マイルレースは、強風下のサバイバルレースになり

ました。チーム参加中の 2 着で修正 1 位と、4 月に続

いて連続優勝しました。緒方支店長が乗りに来られて

からは、絶好調のハミングバード V号チームです。 

原田 鉄司 君 

5 月 19 日の地区大会で、永年皆勤 40 年の表彰を受

けましたので。 

 

          

青少年奉仕委員会             森委員長 

6 月 2 日（土）・3日（日）に、国際ロータリ第 2700

地区主催の「青少年交流フェスタ&ライラセミナー」が

宗像市で開催されます。ロータリアンの登録参加が少

なく、担当委員会で大変苦戦しているようです。まだ

登録を受け付けるそうですので、もしよろしければご

参加ください。興味のある方はお声をおかけください。 

 

 

日本銀行 北九州支店長 緒方 公一 氏  

『日本銀行の役割と北九州経済』 

日銀の仕事の内容を紹

介するとともに、最近の

北九州経済の状況を内外

経済環境と合わせてご説

明します。また、最後は、

当地の経済の中長期的な

課題として、人口問題に

ついての簡単な分析をお

話ししたいと思います。 

日本銀行の使命は大き

く 2つあって、「物価の安

定」と「金融システムの安定」です。いずれも通貨を発

行する中央銀行という役割から担わされているもので

す。支店も究極的にはこの使命達成のために仕事をや

っている訳ですが、北九州支店（前身は西部支店）は、

32 支店の中で 2番目に古く、1893 年に設置されました

（当初 5年間は下関に仮店舗を設置）。 

日本銀行の支店では、地元の経済動向を調査し、景

気判断を行って対外公表しています。本日は、直近の

状況をご説明します。まず、内外経済環境ですが、世界

経済は、総じてみれば着実な成長を続けています。全

世界の GDP 成長率を合成したベースでみると、4％弱の

成長速度となっています。世界経済の拡大はわが国に

も恩恵を及ぼしていて、日本経済も緩やかな拡大が続

いています。今回の景気拡大局面の特徴は 3 点ほどあ

って、①企業収益が高水準であること、②労働需給の

逼迫度が強いこと、①、②は設備投資や個人消費を誘

発して前向きな循環が作られている一方、③これまで

のところ物価の上昇力が弱いこと、です。 

こうした中、北九州・京築地区の景気は、輸出型企業

が多く、かつこの局面で輸出の増勢が相当強いことを

背景として、全国対比でみても景気拡大の強さが若干

強い状況です。生産は、幅広い業種に渡り増産ないし

高水準の操業となっているほか、企業収益や設備投資

も、製造業を中心にかなり高い伸びを示しています。

また、個人消費も雇用・所得環境の改善が進む中、振れ

を伴いつつも持ち直し傾向が強まっています。 
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最後に、北九州経済の課題として、人口減少の問題

についてお話します。人口減少の実数が大きいことで

有名な北九州市ですが、国の機関の推計によると、2040

年には、80 万人を割れ込むと言われています。高齢化

率は約 4割に達します。こうした中、課題となるのが、

高齢者、女性の活躍の場を充実させて、就業人口の減

少を食い止めることです。特に、高齢男性の労働力率

は、引上げの余地が大きいとみられます。関連しそう

なデータをリサーチしていたところ、北九州の男性の

健康寿命が短い、北九州の成人市民は約 12％がアルコ

ール依存症になる危険因子がある（全国は 2．6％）と

いうことが確認されました。飲食の習慣を見直して健

康づくりを進めることは、北九州経済の活力維持にも

つながりそうです。 

 

F テーブル会合 報告 

日 時：5月 21 日(月) 18 時 30 分～ 

場 所：湖月堂 

参加者：荒木、合馬、原田(鉄)、西村、二村、伊与田、

小島、村上(公)、渡邉、佐竹、井芹 

荒木会長によるご挨拶のあと、西村会員より「戦後

最大の転換期が来た」と題した卓話をいただきました。

何の持ち合せもない小生ですが、ノブレス・オブリー

ジュ（高貴の義務）ということばを知りました。喉の渇

きも丁度いい具合になったところで原田鉄司会員のご

発声で「4つのテスト」に乾杯し、湖月堂さんの美味し

い料理に舌鼓。原田会員より 1977～78 年当時（41 年

前）の会員名簿をご披露いただき、一同皆びっくり～！

諸先輩方の若々しい御雄姿を拝見して元気と勇気をい

ただきました。小島会員による中締めで散会。経済の

話あり、ロータリーの昔話あり、二村会員の定番ご存

知「皆の衆」が彼此十数年続けられていることも知っ

た、とっても楽しい F テーブル会合でした。皆さまお

疲れさまでした。         【報告者：井芹】 

 

 

 

 

 

 

 

 

C テーブル会合 報告 

日 時：5月 30 日(水) 19 時 00 分～ 

場 所：リーガロイヤルホテル小倉「なにわ」 

参加者：合馬、八尋、河野、高山、高取、古宮、山口、

事務局 

テーブル変更後、少々時間が経過しましたが、合馬

幹事に出席いただき C テーブル会合を開催しました。

仕事の関係で少ない人数になりましたが、スペシャル

ゲスト飯塚さんも参加していただき、楽しい時間を過

ごしました。 

急遽、出張により欠席となった南浦会員から“スパ

ークリング日本酒”の差し入れをいただき、合馬幹事

の乾杯で会は始まりました。「なにわ」の大変美味しい

食事と日本酒をみんなで味わいながら、最後は八尋会

員の 70 周年に向けた思いを締めに、あっという間の 2

時間でした。             【報告者：古宮】 

 

 

【次回例会予告】 

6 月 8 日（金）普通例会 

・ロータリーソング“我らの生業” 

・クラブ協議会 No.2 

米山記念奨学会「特別寄付金」 

例会当日寄付者 

・原田 光久 ・伊与田 修 

合計      累計金額（2017-18 年度） 

8,000 円   468,000 円  

   

 

 

表紙写真、「長明の方丈」の案内板です。 

 


